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平成30年度 文化庁 地域の美術館・歴史博物館を中核としたクラスター形成事業

大阪歴史博物館 9階
「天下の台所の時代 浪花まちめぐり」

大阪市内
5ミュージアムの

スケジュール&トピックス

3月―5月
2019

集
特

O SAKA MUSEUM S  
SCHEDULE &TOPICS

大阪歴史
博物館

線
町
谷
鉄
下
地
筋
町
谷

筋
町
上

本町通

谷町四丁目駅

地下鉄中央線

東中
学校

大阪城
公園大阪府

警察本部

鉄
下
地

線
町
谷

駅
寺
王
天

天王寺公園
JR大阪環状線・JR関西本線
地下鉄御堂筋線 天王寺駅

天王寺ＭＩＯ
天王寺駅

大阪市立
美術館

玉造筋

筋
町
谷

大阪市立
科学館

駅
橋
後
肥

鉄
下
地

線
橋
つ
四

筋
橋
つ
四

国立国際
美術館

渡辺橋駅

京阪中之島
線中之島通

土
佐
堀
通

開館時間／9:30AM～5:00PM　
※特別展会期中の金曜日は8:00PMまで　
※入館は閉館の30分前まで　
休館日／火曜（祝日の場合はその翌平日）、
常設展示観覧料／大人600円　
高校生・大学生400円　
http://www.mus-his.city.osaka.jp/

※金額表記のない展示などは、常設展示観覧料でご覧いただけます。
※すべての施設は、中学生以下・大阪市在住の65歳以上の方（一部、特別展を除く）、障がい者手帳等をお持ちの方は無料です。
※団体割引などがある場合があります。詳細は各施設にお問い合わせください。

開館時間／9:30AM～5:00PM
（11月～2月は4:30PMまで）　
※入館は閉館の30分前まで　
休館日／月曜（祝日・休日の場合はその翌平日）
常設展示観覧料／大人300円　
高校生・大学生200円　
http://www.mus-nh.city.osaka.jp/

©大阪市立科学館/EXPJ/NASA/ESA

開館時間／9:30AM～5:00PM　
※入館は閉館の30分前まで　
休館日／2/18、2/25、3/4、3/11、3/18 
※3/19～5/12まで無休
コレクション展観覧料／一般300円　
高校生・大学生200円（特別展は別料金）　
http://www.osaka-art-museum.jp/

◎3/30にリニューアルオープン
開館時間／9:30AM～5:00PM
※展示場入場は4:30PMまで
※プラネタリウム最終投影は4:00PMから
（土・日・祝などは5:00PMから）
休館日／月曜（休日の場合はその翌平日） 
展示場観覧料／大人400円　
高校生・大学生300円　プラネタリウム観覧
料／大人600円　高校生・大学生450円
3歳以上中学生以下300円
http://www.sci-museum.jp/

大阪歴史博物館　

大阪市立美術館　

大阪市立科学館　

大阪市立
自然史博物館　

3月 4月 5月

開館時間／9:30AM～5:00PM  
※入館は閉館の30分前まで　 
休館日／月曜（祝日・ 休日の場合は翌平日）
右記の料金で常設展も含め、 
館内の展示すべてをご覧いただけます。
http://www.moco.or.jp/

大阪市立
東洋陶磁美術館 特別展

文房四宝─清閑なる時を求めて─

特集展 朝鮮時代の水滴

講演会 OSL年代
─砂粒に刻まれた時の記憶─

はくぶつかん こどもまつり

特別展 はにわ大行進
─長原古墳群と長原遺跡─
平野区の長原古墳
群から出土した埴輪
を一堂に集め、5世
紀の大阪に暮らした
人々の生活・生産・
交流に迫ります。大
人1,000 円、高校
生・大学生700円

特集展示
なにわ人物誌 三好木屑
近代大阪を拠点に活動し、今なお大
阪の茶人たちに愛される指物工・三好
木屑（1874～1942）の事績を多彩
な作品を通して振り返ります。

◎改修工事のため
2/12～3/31は休館

中国の文人を魅了した文房四宝の世界を、日本
有数の文房具コレクションから約150点の作品
で紹介します。一般1,200 円、高校生・大学生
700円

「地質の日」を記念して、自然史博物
館では、毎年講演会を行います。
※高校生以上の参加は常設展観覧
料が必要です（3:00PM～4:30PM）

大学生ボランティアと共に、クイズや工作で遊びながら、博
物館を一緒に楽しみましょう。※高校生以上の付き添いの
方は常設展観覧料が必要です（11:00AM ～4:00PM ）

特集展示 新収品お披露目展

プラネタリウム 宇宙ヒストリア─138億年、原子の旅─

サイエンスショー ロケット！ロケット！ロケット！

市民の皆様からのご寄贈により近年新たに館蔵品となっ
た作品・資料のうち、その一部をお披露目いたします。

あなたの体の中にあるおびただしい数の原子。そのなかのひとつの酸素
原子があなたに宇宙の歴史を語ります。

特別展フェルメール展
17世紀のオランダ絵画の黄金期を代表する画家、ヨハネス・フェルメール。日本初公開と
なる「取り持ち女」や、大阪展でのみ展示される「恋文」など6作品を中心に展示します。
一般1,800 円、高校生・大学生1,500 円

リニューアルオープンを記念して、いろいろなロケットをたくさん
打ち上げます！ロケットが飛ぶヒミツを科学しましょう。

コレクション展 おおさかの仏教美術 2
当館がお預かりしている大阪府下の寺社の文
化財の数 を々ご紹介します。シリーズ第2弾。

コレクション展 花香鳥語─中国明清の絵画─
中国明清時代の院体画・文人画に描き出さ
れた花や鳥の華麗な競艶をお楽しみください。

プラネタリウム 星の光景ベスト10
新プラネタリウムで、地上で体験できるベスト10の星
の光景を再現。生解説でそのすばらしさを紹介します。

大阪市中央区大手前4丁目1-32
tel. 06-6946-5728 　

大阪市東住吉区長居公園1-23　
tel. 06-6697-6221

大阪市北区中之島1-1-26　
tel. 06-6223-0055

大阪市天王寺区茶臼山町1-82
（天王寺公園内）　
tel. 06-4301-7285（なにわコール）

大阪市北区中之島4-2-1　
tel. 06-6444-5656 　

3月-5月

大阪市立
自然史博物館

筋
こ
び
あ

駅
居
長

駅
居
長

鶴ヶ丘駅

線
和
阪
R
J

長居公園通

鉄
下
地

線
筋
堂
御

長居公園

仁清写鶴香合 
三好木屑作（個人蔵）

堆朱 具利文 筆
（個人蔵）

子どもワークショップ

なにわ橋駅

北浜駅

大阪市立
東洋陶磁
美術館

京阪本線

京阪中之島線

筋
堺

土佐堀通

中之島通
中央
公会堂

5/8－7/8

3/20－5/6

3/23 ・3/24

4/20

3/30－6/2

1/26－3/17

2/16ー5/12

ヨハネス・フェルメール
≪手紙を書く女≫
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I n f o r m a t i o n
大阪市立東洋陶磁美術館
明治～大正期の名建築も多い中之島に立地。周辺
散策とセットでゆるりと過ごしたい。4月5日（金）までは
館内改修工事・展示替えのため休館中。

I n f o r m a t i o n
大阪市立自然史博物館
「ネイチャースクエア」
隣接する「自然の情報コーナー」に
は、学芸員が厳選した自然史関連図
書がズラリと並ぶ。心憎いのは
「STUDY NATURE, NOT BOOKS 」
の貼り紙。フィールドに重きを置く思い
が表れている。

I n f o r m a t i o n
難波宮跡公園
難波宮跡公園は大阪歴史博物館か
ら徒歩3分。前期（飛鳥時代）・後期
（奈良時代）の回廊や朝堂跡などの
遺構は、植え込みやタイル敷きなどで
復元されている。歴博10階の映像で
貴族が整列していたのは朝堂院と呼
ばれる中央の広場。なお、大阪文化
財研究所が編集した難波宮パンフ
レットが大阪歴史博物館にて配布さ
れている。
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が

、
ら
か
と
こ
る
あ

法
方
営
運

の

直
見

を
し

図

ず
ま、
し
と
と
こ
る

年
12
月

、
に

者
識
有
部
外

の

見
意

を
ト

踏

「
て
え
ま

市
阪
大

定
策

。
た
し
ま
し

　

的
果
効

な

現
実

ざ
め
を

て
し

5
館
を

的
体
一

に

営
運

、
め
た
る
す

新

に
た

館
物
博
市
阪
大
人
法
政
行
立
独
方
地

構
機

を

立
設

。
た
し
ま
り
な
と
と
こ
る
す

年
4
月
1
日

は
ら
か

構
機
同

、
が

5
館
に
加

、
え

度
年

に

館
開

る
す

定
予

の

館
術
美
島
之
中
阪
大

の

営
運

も
行
う

。
す
ま
り
な
に
と
こ

　

化
人
法
政
行
立
独
方
地

館
物
博

の

上
向
力
魅

を
図

り
よ
、
り

多

さ
な
み
の
く

ご
に
ん

用
利

、
に
も
と
と
く
だ
た
い

大
市
都

阪
の

化
性
活

に

献
貢

が
と
こ
る
す

待
期

れ
さ

、
た
ま
。
す
ま
い
て

構
機
館
物
博

の

事
理
新

長

は
に

本
日
西

の

長
会
志
精
鍋
真

を

お
迎

。
す
ま
し
え

新

な
た

制
体

、
と
も
の

掲

「
る
げ

市
都

現
実

を
指
目

。
す
ま
し

　

生
学
大

の
頃
、
様
文

の
へ

味
興

ら
か

を
の
も
き
や

門
専
に
強
勉
し
始

し
ま
め

、
が
た

見
ば
れ
見

、
ど
ほ
る

調

ば
れ
べ

調

に
の
も
き
や
ど
ほ
る
べ

着
愛
が
湧
い

。
た
し
ま
き
て

　

の
の
も
き
や

多

、
は
く

画
絵
や
刻
彫

は
と

異

、
り
な

間
人

が

具
道

て
し
と

「
使

で
の
も
た
れ
ら
く
つ
に
め
た
」
う

。
す
色
や
様
文
、
感
質

ど

的
術
美

な
点
観

ら
か

賞
鑑

る
す
楽
し

、
か
ほ
の
み

誰

に
う
よ
の
ど
が

使
の
そ
、
と
？
か
う
ろ
だ
の
た
き

作
製
や

用
使
の
景
背

ら
が
な
り
ど
た
を

賞
鑑
す

、
も
の
る

号
暗
を
読
解

な
う
よ
る
す

楽

を
ル
セ
プ
カ
ム
イ
タ
、
や
さ
し

開
る
け

ク
ワ
ク
ワ
な
う
よ

感

。
す
ま
り
あ
が

　

を
の
も
き
や

見
る
時
「
に

分
自

ら
な

何
を
盛
り
付

う
ど
「」
？
な
か
う
よ
け

使

と
」
？
な
か
う
お

像
想

て
し

の
め
す
す
お
、
も
の
る
み

法
方
賞
鑑

の

一

「
の
こ
、
ば
え
と
た
。
す
で
つ

絵
色

 

皿
文
甲
亀
門
沙
毘

（」

側
右
内
真
写

の
作

品

　

面
全

が
赤
・
黄
・
緑
・
青
で
彩

、
れ
ら

柄
図

の
張
主
が
強
い
品
作

、
ら
か
す
で

理
料

嘩
喧

も
か
う
ま
し
て
し
を

で
こ
そ
。
ん
せ
ま
れ
し

紙
懐
を
敷
て
い

天

を
ら
ぷ

盛

笹
の

葉
を
敷

り
な
い
て
い

司
寿

り
ぎ
に
お
や

と
り
ら
ち
。
は
て
み
て
し
り
た
せ
の
を

館
術
美
立
市
阪
大和

昭

11
年（

）
館
開

。
地
敷

は

山
臼
茶

の
角一
、

家
友
住

の

邸
本

所
場

、
で

園
沢
慶

に
も
と
と

贈
寄

な
ま
ざ
ま
さ。
た
れ
さ

展
別
特

を

催
開

、
に
も
と
と
る
す

的
界
世

に

高
名

い

部
阿

品
蔵
所

、
は

量
質

に
も
と

実
充

た
し

容
内

を
誇

、
り

自
独

の

画
企

展
は

外
海

も
ら
か

目
注

。
る
い
て
れ
さ

覗
お
く
皿
の
華

な
か
や

様
文

つ
い
、
が

の
も

理
料
に

感
別
特

を
出
演

れ
く
て
し

な
ん
こ
。
す
で
う
そ

風
に
像
想
を
膨
ら

ら
が
な
せ
ま

見

、
と
く
い
て

品
作
が
身

 「
何
を
盛

な
か
う
ろ

と」

像
想

を
の
も
き
や、
と
る
み
て
し

見

が
の
る

楽

。
よ
す
ま
り
な
く
し

課
芸
学

 
員
芸
学

 

当
担
磁
陶

  

子
代
香
谷
杉

ん
さ

の
会
協
館
物
博
市
阪
大
人
法
団
財
益
公

 

央
幹
越
船

。
た
し
ま
き
聞
に
ん
さ

事
仕
お

鑑
図

の
そ

 【

人
法
政
行
立
独
方
地

】
集
語
用

6

近

に
の
も
な

感

と
る
れ
ら
じ

時
同

、
に

賞
鑑

、
り
な
も

品
作
の
質
本
に
近

る
け
づ

気

。
す
ま
し
が

　

で
ら
ち
こ

働
く
前
以
は
京
東

き
や
の

の
も

門
専
の

館
術
美

に
務
勤

ま
い
て
し

。
た
し

者
館
来

が
の
も
き
や
は

好
な
き

方

、
で
ど
ん
と
ほ
が

示
展

た
し

品
作
に

味
興
を
持

当
た

り
前

、
が
ろ
こ
と
。
た
し
で

立
市
阪
大

館
術
美

展
別
特

展
が
時
同
に

催
開

に
の
も
き
や
、
め
た
る
れ
さ

別
特

な
心
関

い
な
が

人
の
方
が

的
倒
圧

。
初

展
を

当
担

た
し

時

、
は

通
素

る
れ
さ
り

方
が
多

て
く

笑
。）

　

、
で
こ
そ

末
年
昨

に
画
企

た
し

島
鍋

焼

展

、
は
で

立
ち
止

示
展
に
目
を
向

た
う
ら
も
て
け

歩

う
よ
い
な
け

示
展

夫
工

み
て
し

、
た
ま
。
た
し
ま

説
解
を
付
る
け

品
作

の
合
割
を
増

で
と
こ
す
や

学

と
い
た
び

う
い

持
気

を
ち
促
す
夫
工

お
の
そ
。
も

、
か
げ
か

前
以

も
り
よ

長
い

立
間
時

ち

止

賞
鑑

お
る
さ
だ
く
て
し

様
客

が
増

に
う
よ
た
え

思

。
す
ま
い

　

実
充

う
当

館

の
は
で
ら
な

悩

す
う
ど
、
が
す
で
み

り
よ
ば
れ

多
の
く
方

に
の
も
き
や
に

興

味
を
持

々
日

考

。
す
ま
い
て
え
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